
施政方針の概要

対話を力に、区政を前へ
　6月29日、令和8年区議会第2回定例会の開会に当たり酒井直人区長は、今後4年間の
区政経営に向けて所信を表明しました。その概要をお知らせします。

「対話を基本に、変化に強い区政経営を」
　中東情勢を含めた国際情勢の変化や長期化する物価高騰、生命に危険を及ぼすレベルの
猛暑など、予測困難な時代にあります。
　こうした時代の中で、基本構想で描くまちの姿「つながる はじまる なかの」を着実に実現す
るためには、部門を越えた連携が機能し、自ら課題を解決できる組織へと変わり続けていく
ことが欠かせません。
　区は、「目標と成果による区政運営」を全ての行政活動の基本方針として、区政経営方針、
経営戦略、行政評価、事業見直し、予算･決算、個人目標管理などの経営システムをPDCA
サイクルにより運用しています。
　こうした経営システムの再構築･機能強化を進め、組織づくりと人づくりを一体的に推進
し、組織風土改革を着実に前へ進めるとともに、区民の視点に立った成果志向の区政経営
を徹底していきます。その原点は、区民との「対話」です。区民の意見や価値観を丁寧に受け
止め、より良い区政の実現に向け、今年度からの5年間の取り組みを示す「中野区基本計画」
に基づき、各施策を進めてまいります。

1 子育て先進区の実現
子どもの権利･意見を政策に反映
・�子どもの権利の視点を全ての施策に取り入れるとともに、

子どもの意見を政策に反映する取り組みを推進

地域全体で子育てを応援
・�産前産後ケアを拡充し、妊娠期から乳幼児期、成長段階

に応じた切れ目のない支援体制を構築

子どもの貧困対策･ひとり親家庭支援
・�学校長期休業中の食品配付事業の実施、常設型フードパ

ントリーの設置

子どもの居場所づくり
・�児童館の機能強化･施設整備を推進
・�常設プレーパークの設置箇所拡充を検討

中高生年代･若者のチャレンジや社会参画の支援
・�ティーンズ会議や若者会議を通じて、子ども･若者の声を

区政に反映
・�給付型奨学金事業の実施
・�中高生年代向け拠点施設、中高生機能強化型児童館の

整備

3 活力ある持続可能なまちの実現
中野駅周辺のまちづくり
・�中野駅新北口駅前エリア再整備を区民との対話を踏まえ

推進
・�中野駅西側南北通路･橋上駅舎の整備
・�千光前通りのアニメを生かしたまちづくりの推進、中野駅

桃園広場整備の推進

西武新宿線沿線まちづくり
・�新井薬師前駅･沼袋駅周辺のまちづくりの推進
・�野方以西の連続立体交差化の早期実現

居心地の良い公共空間づくり
・「歩きたくなるまちづくり」の実現に向け、公園再整備やみ

どりの創出、ベンチ設置などを推進
・�子どもの意見を反映したインクルーシブな公園整備を推進

防災･産業･環境
・�避難所開設支援アプリの活用など防災DXを推進
・�デジタル地域通貨「ナカペイ」を活用した地域内経済循環

を促進
・「なかの気候区民会議」を契機に「ゼロカーボンシティなか

の」の実現を推進

全文をご覧になりたい方は
　区長施政方針説明の全文は、
区 でご覧になれます。

2 地域包括ケア体制の実現
スマートウェルネスシティの推進
・�誰もが健康で生きがいを持ち、安全･安心に暮らせる地

域社会の実現に向けた取り組みを推進

健康づくりの推進
・�区民の健康意識の向上と行動変容を促す取り組みの推進
・�健幸プラザの活動プログラムを充実
・�女性の健康づくりやプレコンセプションケアの推進
・�ライフステージに応じた健康施策を体系的に展開

安心して子どもを産み育てられる環境整備
・�不妊治療に対する支援の充実

物価高騰への対応
・�区民生活や事業活動の実態を踏まえた負担軽減策を推進

複合的な課題を抱える人への支援強化
・�コミュニティソーシャルワーカーの配置拡充、アウトリーチ

体制の強化、孤独･孤立対策の推進
・�ケアラー支援条例の制定などにより、家族の介護･看病を

担う人への支援を充実

障害児･障害者支援
・�児童発達支援の強化、放課後等デイサービスを充実
・�18歳以降も切れ目のない支援体制を構築

▲6月29日、区議会第2回定例会で

多様な価値観の中で成長できる学校教育
・�子どもが自分で学校予算の使い道･修学旅行の行き先等

を考える学びや参画を促進
・�タブレット端末を活用し、一人ひとりに合った学習（教育

DX）を推進
・�地域や区内事業者と連携した創業教育･キャリア教育の

充実
・�多文化共生の視点を踏まえた国際理解教育や日本語支

援、包括的性教育の実施

英語教育の充実
・�ALT（外国語指導助手）の配置拡充

不登校支援･いじめ防止
・�不登校支援を強化し、教育支援室「フリーステップルーム」

やチャレンジクラス「N組」の運営、学びの多様化学校の
設置検討など多様な学びの環境を整備

・�SNS相談体制の強化や専門職の配置、アニメを活用した
啓発動画などによりいじめの未然防止と早期対応を推進

教育環境の整備
・�教員の働き方改革と学校支援人材の確保･活用を推進
・�部活動についても地域連携や外部人材の活用等により

多様な体験機会を確保

▲区
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